
 

 

第１回議会・行政部会（さいたま市自治基本条例検討委員会） 

 
次  第 

                     
 

平成２２年９月１３日（月）午後６時４５分～ 
浦和コミュニティセンター第１０集会室         

  
１ 開 会 
 
 
２ 議題 
 

（１）各団体等との意見交換（相手先、方法、内容等）について 

 

 

３ その他 
 
 
４ 閉会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【配付資料】 

・次第 
資料１ 意見交換の相手先に関するアンケート結果 

資料２ 議会・行政部会の進め方 

資料３ 検討テーマと意見交換の相手先との関係等検討シート 
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＜議会・行政部会＞意見交換の相手先に関するアンケート結果 

市民活動団体等 質問項目 意見交換の方法 中間報告の関連テーマ 備考（優先度：高中低、その他） 

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

・自治会は任意の組織ではあるが、少子高齢化社会の到来でコミュニテ

ィ内の情報は自治会の情報が一番的確である。その役割遂行のために

どのようなシステムの構築が必要ですか。 

インタビュー 行政運営の基本、協働の原則  
自治会 

・現在の行政との関係についての改善点など インタビュー 地域自治の主体 相手→無作為に選んだ組織代表など 

ＮＰＯ 
・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

・近い将来どのような「区」を目指しているのか。 
意見交換（委員のうちで面識ある区民

会議メンバー） 

参加と協働による暮らしやすい地域社

会の形成 
優先度：高 

・現在の区のあり方に対する所感(とりわけ合併後の感想)と課題 

・区より小さなコミュニティのあり方と行政のかかわり方(自治会、公

民館等の位置づけも含む) 

インタビュー 区の役割や権限  

区民会議 
(1)一般的に、自治基本条例の制定についてどのように考えるか 

(2)区民会議は、市民自治（各議長の考えている市民自治で構いません）

にどのように貢献したか、今後区民会議はどのように貢献できるか 

(3)現在、あるいは今後、(1)を実現するための課題は何か。どのように

したら課題は解決するか。 

(4)市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待する

か。 

(5)身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントに

ついての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても

教えてほしい。 

インタビュー（2009 年度各区民会議の

議長 10 名） 
  

市民活動推進委員会

メンバー 

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい
社会福祉協議会 

・最近急に問題化した高齢者の捕捉不可能等地域社会で起こっている事

の把握。福祉課題の理解。 
意見交換（協議会代表者） 行政運営の基本 優先度：高 

地域婦人会 
・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

子ども会連合会 
・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

平成２２年９月１３日 さいたま市自治基本条例検討委員会 第 1 回議会・行政部会

資料１
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市民活動団体等 質問項目 意見交換の方法 中間報告の関連テーマ 備考（優先度：高中低、その他） 

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

・事業者と地域社会との調和 団体代表者との意見交換 事業者の社会的責任 優先度：高 

「経済団体」 

さいたま商工会議所 

青年部(YEG) 

＜議会に関して＞ 

(1)議論をする場として機能していると思うか? 

(2)議論をする場として機能していると思うか? 

(3)あなたにとって議員とは? 

＜行政に関して＞ 

 (1)リーダーシップに一番大切なものは? 

  (2)日常の行政で一番注意してほしいことは? 

  (3)なぜ行政側から情報提供が必要か? 

  (4)政策形成過程への参加の意義は? 

 (5)市職員に期待することは? 

  (6)行政に経営感覚は必要か? 

  (7)区割りはなぜ必要か 

※いずれも各テーマに入り易くする為の質問です。 

※埼玉中央青年会議所（ＪＣ）も同じ。 

 

＜議会に関して＞ 

(1)議会の役割・責務        

(2)議会運営（議会への市民参加含む）

(3)議員の役割・責務（人づくり） 

＜行政に関して＞ 

(1)市長の役割・責務 

(2)行政運営の基本原則 

(3)情報提供 

(4)政策形成過程への参加 

(5)市職員の役割・責務（人づくり） 

(6)行財政運営 

(7)区政のあり方（区長・区役所） 

 

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

「まちづくり団体」 

埼玉中央青年会議所

(JC) ・さいたま市のいくべき方向について、どのように考えているのか。    

・行政・議会との関わり方 

・行政・議会に対して自治推進の観点から今後必要と考えること 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
自治の担い手 ほか 

必要性は薄い気がする 

市民部会が呼ぶなら、一緒に参加したい

公益法人代表者 

・事業者と地域社会との調和 意見交換（団体代表者） 事業者の社会的責任 

優先度：中 

プラス個人的には「公益資本主義」がさ

いたま市の雇用増進に繋がると考える。

タウンミーティング

２回目の開催 

・自治基本条例における議会・行政の位置づけ。 

・行政・議会に対して、市民の立場から自治に関連して求められている

こと 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
行政全体 ほか ぜひ 

・行政・議会関係者に対してのアプローチ 

・自治基本条例における議会・行政の位置づけ 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
全体 会える機会を頂けるならぜひ 

・施行後の様子 インタビュー 自治運営の調査 優先度：高 

既に制定した政令指

定都市の検討委員会

代表者 ・制定して何が変わったのか。また、もっと良くするためには何が必要

か。 
   

支援会議を活発に行

っている地域包括支

援センターと支援会

議の中心メンバー 

・身近な住民協働の極意 

・支援会議の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待するか。

・支援会議の担い手をどのように継続的に生み出したいと考えるか。 

インタビュー   
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議会・行政 質問項目 意見交換の方法 中間報告の関連テーマ 備考（優先度：高中低、その他） 

・議会における現在の自治に対する姿勢と今後の方針 

・自治推進の観点から考える、議会に必要とされること 

・同じ観点から考える、市民・行政に必要なこと 

・自治基本条例についての認識、盛り込みたい内容 

・議会基本条例について 

・自治基本条例によって変わる議会の可能性について 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
議会 会派を分けずに意見交換会を設けたい 

・「議会の責務」として「市民の声を聞く必要」がある。自治基本条例

で、是非議会に「市民の声を聞く制度」を表現させてもらいたい。 
意見交換（担当議員） 議会の権限、責務 優先度：高 

・議会基本条例の意義（役割、成果、制定後の議会の変化） 

・自治基本条例と議会 

・新しい公共の下での市民と議会の関係 

・議会の活性化に必要されるもの（制度・しくみ） 

インタビュー 議会の信頼性確保のための制度設計  

・さいたま市のあるべき方向をどのように描いているのか。 

・足りない所は。 
   

・「自治基本条例」の必要性についてどう感じるか。特に、市長提案か

否かに拘わらず必要と感じるか 

・党派を超えた、議会への市民参加はどのようにして可能と感じるか 

インタビュー   

(1)一般的に、自治基本条例の制定についてどのように考えるか 

(2)会派は、市民自治（それぞれの会派で考えている市民自治で構いま

せん）にどのように貢献しているか、今後どのように貢献したいと考

えるか。 

(3)現在、あるいは今後、(1)を実現するための課題は何か。どのように

したら課題は解決するか。 

(4)市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待する

か。 

(5)身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントに

ついての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても

教えてほしい。 

インタビュー（各派代表）   

議会（各党代表、議会

運営委員会） 

(1)一般的に、自治基本条例の制定についてどのように考えるか。 

(2)さいたま市議会基本条例と市民自治との関係について。 

(3)議会は、市民自治（各自が考えている市民自治で構いません）にど

のように貢献しているか、今後どのように貢献したいと考えるか。 

(4)現在、あるいは今後、(1)を実現するための課題は何でか。どのよう

にしたら課題は解決するか。 

(5)市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待する

か。 

(6)身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントに

ついての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても

教えてほしい。 

インタビュー（議会改革推進特別委員

会：さいたま市議会基本条例制定の委

員会） 

  

・行政における現在の自治に対する姿勢と今後の方針 

・自治推進の観点から考える、行政に必要とされること 

・同じ観点から考える、市民・議会に必要なこと 

・自治基本条例についての認識、盛り込みたい内容 

・自治基本条例によって変わる行政の可能性について 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
行政 

市長には直接、自治基本条例についての

指針やメリット等を伺いたい 行政代表（市長、各部

の代表者など） 

・「行政運営の基本」として、「協働」「コミュニティの形成、活用」「計

画的な財政運用をどう考えるか」等々各部代表者に聞きたい。 
意見交換（担当者） 行政運営の基本 優先度：高 
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議会・行政 質問項目 意見交換の方法 中間報告の関連テーマ 備考（優先度：高中低、その他） 

・協働推進のための行政運営の制度、しくみ 

・苦情不服の処理 

・行政運営の評価 

・行政運営。財政運営の機能的な方法 

インタビュー 

パブリックコメント 

住民投票制度 

審議会における公募 

苦情、不服のための制度 

行政評価 

指定管理者制度などの行政運営の手法 

 

・行政のトップとしての市長の考え方は。    

・自治基本条例の必要性について確認 インタビュー（市長、企画調整課）   

(1)一般的に、自治基本条例の制定についてどのように考えるか 

(2)それぞれの課の仕事（守備範囲）について簡潔に。 

(3)市民自治（各課で考えている市民自治で構わない）にどのように貢

献するセクションか、今後どのように貢献したいか。 

(4)市民自治に関することの総合的調整はどのようになっているのか。

その必要はあると思うか。 

(5) (2)と(3)について、実現するための課題は何か。どのようにしたら

課題は解決するか。 

(6)市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待する

か。 

(7)身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントに

ついての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても

教えてほしい。 

インタビュー 

 

次の３課と一緒に意見交換 

・企画調整課、 

・コミュニティ課（市民活動支援、

自治会・町内会支援）、 

・区政推進課（10 区担当組織） 

 

 

・市民自治が行われているさいたま市のイメージについて。 

・市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待するか。

・自治の担い手をどのように継続的に生み出したいと考えるか。 

・身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントにつ

いての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても教

えてほしい。 

インタビュー（市長）   

＜続き＞ 

行政代表（市長、各部

の代表者など） 

(1)一般的に、自治基本条例の制定についてどのように考えるか 

(2)各区は、市民自治（各自で考えている市民自治で構いません）にど

のように貢献しているか、今後どのように貢献したいか。 

(3)現在、あるいは今後、(1)を実現するための課題は何か。どのように

したら課題は解決するか。 

(4)市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待する

か。 

(5)身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントに

ついての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても

教えてほしい。 

インタビュー（各区の区長 10 名）   

・現在の職における現在の自治に対する姿勢と今後の方針 

・自治推進の観点から考える、現在の担当職から可能なこと 

・同じ観点から考える、市民・行政・議会に必要なこと 

・自治基本条例についての認識、盛り込みたい内容 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
行政 アンケートでも構わないと思う 

・施策、事業等の運営で公正・公平さはどのような基準で確保されてい

るのか。 
 行政運営の基本 優先度：高 

市職員 

・新しい公共の下での市民との関係（市民との役割分担） 

・新しい公共の下での市職員の意識変化 

・行政の信頼性の確保のために必須となる制度について 

インタビュー 
行政の信頼性確保のための制度設計 

情報公開、会議の公開、審議会 
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議会・行政 質問項目 意見交換の方法 中間報告の関連テーマ 備考（優先度：高中低、その他） 

・「自治基本条例」の認知度、必要性などについて 

・本市在住の場合、一市民として、本市の市民自治のあり方をどのよう

に感じるか。本市在住でない場合、自身の市町村と比べてどうか。 

・さいたま市らしさ(他市との比較を意識して)は何で、今後どのように

伸ばすべきか 

・区の役割について 

アンケート、インタビュー  

部署というより、職歴で分ける方法もあ

るかと思う。アンケートとヒアリング双

方を行うことで、その共通点やズレを確

認したい。 

＜続き＞ 

市職員 ・市民自治が行われている本市のイメージを教えて下さい。 

・市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待するか。

・自治の担い手をどのように継続的に生み出したいと考えるか。 

・身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントにつ

いての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても教

えてほしい。 

インタビュー（若手で、市民自治に関

心のある職員） 
  

・現在の職における現在の自治に対する姿勢と今後の方針 

・自治推進の観点から考える、現在の担当職から可能なこと 

・同じ観点から考える、市民・行政・議会に必要なこと 

・自治基本条例についての認識、盛り込みたい内容 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
行政 

特定の課や担当者に対して、細かい意見

を聞きたい場合は直接会いたい 

・区の役割 

・区の役割に関する審議会答申について（論点・残された問題など） 
インタビュー 

区の役割 

区民会議 

区長の設置及び役割 

 

区民会議、自治会、市

民活動を所管してい

る課 

・本市在住の場合、一市民として、本市の市民自治のあり方をどのよう

に感じるか。本市在住でない場合、自身の市町村と比べてどうか。 

・区の役割について 

インタビュー中心   

役所窓口、児童相談

所、福祉事務所、地域

包括支援センター（居

宅 介 護 支 援 セ ン タ

ー）、など 

・現在の職における現在の自治に対する姿勢と今後の方針 

・自治推進の観点から考える、現在の担当職から可能なこと 

・同じ観点から考える、市民・行政・議会に必要なこと 

・自治基本条例についての認識、盛り込みたい内容 

インタビュー（ゲストとして参加して

もらう） 
行政 

特定の課や担当者に対して、細かい意見

を聞きたい場合は直接会いたい 

・現在の職における現在の自治に対する姿勢と今後の方針 

・自治推進の観点から考える、現在の担当職から可能なこと 

・同じ観点から考える、市民・行政・議会に必要なこと 

・自治基本条例についての認識、盛り込みたい内容 

インタビュー 行政 
直接会って意見を頂くまでの時間を作

る必要性はないと考える 

・さいたま市の教育の目指すもの。 インタビュー 行政運営の基本 優先度：中 

・さいたま市のあるべき姿は。    

・一般行政から独立している機関としての、まちづくりへの考え方。 

・子どものまちづくりへの参加の現状と課題 

・社会教育、生涯学習の位置づけとまちづくりの関連(とりわけ公民館

や生涯学習施設の位置づけ) 

インタビュー 新たなコミュニティの規模 

※市長の交代の影響を受けにくい機関

としての教育委員会の存在は重要。学校

教育に限られないように、生涯学習・社

会教育担当者も同席してほしい 

教育長 

・市民自治が行われているさいたま市のイメージについて。 

・市民自治の担い手、進め手として今後、誰（どの組織）に期待するか。

・自治の担い手をどのように継続的に生み出したいと考えるか。特に学

校教育と生涯学習において。 

・身近な自治の拠点、地域協働、地域協働体、エリアマネジメントにつ

いての考え。その際、コミュニティ関連施設の位置づけについても教

えてほしい。 

インタビュー   

 



 

1 

 
議会・行政部会の進め方 

 

日程 内容 

８日
（水）

 

１３日
（月）

 

９月 

２７日
（月）

・全体会 
・部会 
 

 

 

１０月 

２５日
（月）

・全体会 
・部会 
 

 

 

１１月 

２２日
（月）

・全体会 
・部会 
 

 

１２月 

１３日
（月）

・部会案のまとめ 

 

部会検討
 
①意見交換の企画 
②中間報告の骨子 

意見交換
 
 

中間報告のまとめ
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検討テーマと意見交換の相手先との関係等検討シート 

区分 基本となる検討テーマ 意見交換の相手先 

共通テーマ１ 

(1)自治基本条例の目的・必要性 

(2)さいたま市のめざすまちの姿 

(3)自治の基本理念 

 

共通テーマ２ 

(1)自治の担い手 （用語の定義など。） 

(2)条例の位置付け 

(3)国や他の地方自治体との関係・国際関係 

(4)条例の運用（実効性の確保） 

 

個別テーマ 

（議会） 

(1)議会の役割・責務 

(2)議員の役割・責務（人づくり） 

(3)議会運営（議会への市民参加含む） 

 

個別テーマ 

（行政１） 

(1)市長の役割・責務 

(2)市職員の役割・責務（人づくり） 

(3)行政運営の基本原則 

 

個別テーマ 

（行政２） 

(1)情報提供 

(2)政策形成過程への参加 

(3)区政のあり方（区長・区役所） 

 

個別テーマ 

（行政３） 

(1)行財政運営 

（①総合計画、②財政運営、③応答義務、④行政手続、

⑤監査、⑥政策法務、⑦組織・人事、⑧危機管理） 
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